積算疑義申立手続について
１　趣旨
本市では，昨年４月から最低制限価格を設計金額から一定の計算式により算定する方法を，また，昨年８月から許容価格（予定価格）の事後公表を導入したところ，積算ミスの指摘が相次ぎました。それらの入札の中には，誤った積算と正しい積算とで最低制限価格が大きく違っているため，入札を中止しなければならなくなるものもありました。入札をやり直すような事態は，発注者，入札参加者双方にとって，過重な負担となっています。そのため，万一ミスが生じたときの手続をあらかじめ定めておき，少しでも負担を軽減しようとするものです。

２　概要
(1) 入札参加資格確認対象者決定後，速やかに金入り設計書を入札参加者が確認できる電子入札システムに掲載することにより開示します。

(2) 入札参加者は，必要に応じて積算内容を確認し，積算について疑義があれば，期限内に限って，疑義申立てを行うことができます。

(3) 積算内訳（金入り設計書）以外の設計図書，質問回答などで確認可能なことについては，疑義申立てとして取り扱いません。

(4) 疑義申立ての方法は，電子メールに限ります。
(5) 疑義申立に基づき金入り設計書を確認した結果，入札参加資格確認対象者が代わる場合は入札契約手続を中止し，代わらない場合は引き続き入札契約手続を進めます。

３　疑義申立手続

(1) 市は，入札参加資格確認対象者を決定した日（通常は開札日）の翌日午前９時までに，電子入札システム上に掲載し，金入り設計書の開示を開始します。ただし，不調又は中止となったものを除きます。
(2) 入札参加者は，入札参加資格確認対象者を決定した日の２日後の午後４時まで，金入り設計書を，電子入札システムからダウンロードできます。
(3) 積算に関する疑義申立ての方法は，入札参加資格確認対象者を決定した日の２日後の午後４時までに，工事施行担当課のメールアドレスに電子メールで行うこととします。なお，それ以外の方法による疑義申立て及び期限を過ぎた疑義申立てには，一切対応しません。
(4) 市は，次に掲げる時刻に受信を確認し，疑義申立てを行った入札参加者に対して，受信確認メールの送信を行います。
　ア　入札参加資格確認対象者を決定した日の午後５時

　イ　入札参加資格確認対象者を決定した日の翌日の午前９時，午後１時及び午後５時
　ウ　疑義申立期限日（最終日）の午前９時，午後１時及び午後４時
(5) 疑義申立てを行った入札参加者は，電子メールを送信した時刻の次の確認時刻以後に，受信確認メールを確認してください。確認メールの返信がない場合は，工事施行担当課に電話で送信を確認してください。なお，疑義申立期限日（最終日）の電話確認は午後４時３０分までに行うようにしてください。
(6) 市は，疑義申立てがあった場合は，申し立てられた疑義に基づき，積算に誤りがあるかどうかを検討し，次のとおり対応します。
ア　疑義申立てに基づき，金入り設計書を確認し，疑義申立事項確認等報告書を作成し市のホームページで公表します。
イ　確認の結果，違算があり正しい積算をした場合に，入札参加資格確認対象者が代わる場合は入札契約手続を中止し，代わらない場合は引き続き入札契約手続を進めます。

エ　金入り設計書を確認し，重大な違算を発見した場合など，公正な入札の執行ができないと判断した場合は，入札契約手続を中止します。
(7) 電子メール以外の方法や期限を経過して疑義申立てを繰り返した場合及び電話等で申し立てた疑義への対応催促を繰り返した場合は，岡山市指名停止基準別表第１２項「不正又は不誠実な行為」第１３号「電話，口頭等，入札においてあらかじめ公告に定められた方法以外の方法による質問を繰り返し行う行為」に該当するものとし，指名停止とします。
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積算疑義申立書
　下記のとおり建設工事の入札に係る積算に疑義があるので，積算内容の確認を求めます。
記
１　工事名
２　申立内容及び理由
※　申立事項は，具体的に記述してください。工事が特定できないもの，申立事項が特定できないものは確認できません。また，公表された設計図書等で確認できるものは積算疑義申立ての対象となりません。
※　積算疑義申立てはインターネットを利用した電子メールで，工事施行担当課へ提出してください。
※　電子メールの表題は，「積算疑義申立書（○○○工事）」としてください。（○○○には工事名を記入してください。）
※　提出方法は，様式第１号に必要事項を記入して電子メールに添付する方法により提出してください。
※　積算疑義申立てが行えるのは，入札参加者のみです。入札参加者以外は疑義の申立てはできません。
※　積算疑義申立書の内容は，公表します。
※　積算疑義申立書は，開示の対象となります。
※　電子メールに添付するファイルは，Word2003で確認します。Word2007で作成したファイルも確認が可能ですが，Word2007固有の機能に係るものは正確に表示されないおそれがありますので，保存形式をWord2003形式（拡張子がdoc）にしてください。
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